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2024年度原子力部門安全文化評価の結果について

2024年度 原子力部門安全文化評価 総評

✓ 特に「安全に関する責任（PA）」や「問いかける姿勢（QA）」は
比較的高評価を示しており、個人が主体的に安全確保へ関与する姿勢
や品質を重視する文化は組織の強みとなっています。

✓ 「コミュニケーション（CO）」や「意思決定（DM）」「尊重しあう
職場環境（WE）」も一定の評価を維持しており、安全文化を支える
基盤は整っていると考えています。

✓ 一方で、「リーダーシップ（LA）」「作業プロセス（WP）」「問題
提起できる環境（RC）」については、アンケートで若干の劣化傾向
が確認されており、問題を表面化させにくい雰囲気が背景にあると考
えています。

✓ 総じて、原子力部門の安全文化は「安全に関する責任（PA）」を基
盤に強みを持ちながらも、リーダーシップ（LA）の発揮、作業プロ
セス（WP）の改善、問題提起できる環境（RC）の整備が今後の重
点課題です。現場の参画意識を一層活かしつつ、経営層と管理層が率
先して責任を果たし、心理的安全性を確保することが、さらなる安全
文化の成熟に不可欠であると考えています。

✓2024年度の原子力部門における安全文化評価は、全体として「概ね良好」な状態が維持されています。

2024年度 改善の余地あり
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参考：安全文化評価の方法と枠組みについて

【評価の目的】
原子力事業運営における安全最優先の安全文化（組織風土）を継続的に維持、改善するために、
安全文化の劣化の兆候、あるいは組織や人の気がかり事項を早期に把握し、経営層に意見具申することで大きな問題点を未然に防止する。

【評価の対象】
プラント安全、労働安全、社会の信頼を維持、
改善するための美浜発電所3号機事故再発防止
対策をはじめとした保安活動やＣＳＲ活動など
を含むあらゆる活動とする。

【評価の方法】
ａ．3つの切り口による評価
Ⅰ 組織・人の意識、行動
安全文化の3本柱の観点から、具体的な評価の視点
(10項目)を設定して評価を実施。

Ⅱ 安全の結果（原子力安全、労働安全、社会の信頼）
トラブル傾向分析等から評価を実施。Ⅰにおける
問題の有無等を抽出。

Ⅲ 外部の評価（立地地域、原子力安全検証委員会）
社会の受け止めから評価を実施。Ⅰにおける問題の
有無等を抽出。

ｂ．評価に活用する情報
評価にあたってはⅠの評価の視点に基づく代表的な
指標や参考情報を設定し、それらをインプット情報
として、Ⅱのトラブル等の分析結果、Ⅲの言語情報
などを含めて総合評価を実施。

[3つの切り口] [安全文化の3本柱] 
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安全文化評価※の10特性（43属性）

※：美浜発電所3号機事故の反省を踏まえて策定した考えを用いて評価

各特性の関連や
課題の背後にある共
通要因などを
分析する俯瞰的な
評価を定期的に
実施

①安全に関する責任 （業務の理解と遵守・当事者意識・協働）

②常に問いかける姿勢
（リスクの認識・自己満足の回避・不明確なものへの
問題視・想定の疑問視）

③コミュニケーション
（情報の自由な流れ・透明性・決定の根拠・期待・職場間の
コミュニケーション）

④リーダーシップ
（安全に関する戦略的関与・管理者の判断と行動・職員に
よる参画・資源・現場への影響力・報奨と処罰・変更
管理・権限、役割および責任）

⑤意思決定
（体系的な取組・安全を考慮した判断・決定における明確な
責任・予期しない状況への準備）

⑥尊重しあう職場環境
（職員への尊重・意見の尊重・信頼の育成・衝突の解決・
施設を大事にする意識）

⑦継続的学習
（自己評価・独立評価・経験からの学習・訓練・リーダー
シップの開発・ベンチマーキング）

⑧問題の把握と解決 （特定・評価・解決・傾向）

⑨作業プロセス （作業管理・安全裕度・文書化）

⑩問題提起できる環境 （問題提起できる制度・問題提起の代替手段）

原子力安全 ・トラブルの発生件数等

労働安全 ・労働災害発生件数等

社会の信頼 ・法令、ルール違反件数等

立地地域の声、原子力安全検証委員会、原子力安全推進協会などの意見
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【安全文化評価の枠組み】
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